
令和４年5月25日発行 Ｎｏ．４ 親子でよんでください。

ほけんだより すこやか 平潟小学校ほけんしつ

４月に実施した視力検査の結果をお知らせします。

個別の検診結果は、４月に全家庭へお知らせをいたし

ました。Ｂ以下だった場合は受診され、適切な治療を

されますようお願いします。

（検査者数１３３人）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 平潟小 R2全国小学

(１８人) （１８人）（２３人）（２４人） （２１人） （２９人） 全体 校の平均

（１３３名）(全国との差)

裸眼視力Ａ １５人 １５人 １２人 １８人 １０人 １４人 ８４人 61.1 ％

（1.0以上） （83.3％） （83.3％）（52.2％） （75.0％） （47.6％） （48.3％） （63.2％） (差+2.1％)

裸眼視力Ｂ ２人 ０人 ４人 １人 ４人 １人 １２人 11.3％

（0.7～0.9） （11.1％） （0.0％） （17.4％） (4.2％) （19.0％） （3.4％） （9.0％） (差- 2.3％)

裸眼視力Ｃ ０人 １人 ３人 １人 １人 ４人 １０人 11.9％

（0.3～0.6） (0.0％） (5.5％) (13.0％） (4.2％) （16.7％） (13.8％) （7.5％） (差- 4.4％)

裸眼視力Ｄ １人 ２人 ０人 １人 ２人 ２人 ８人 6.0％

（0.2以下） (5.5％） (11.1％） (0.0％） (4.2％） （4.8％） (6.9％) （6.0％） (差 0.0％)

眼鏡使用 ０人 ０人 ４人 ３人 ４人 ８人 １９人 9.7％

(0.0％） (0.0％） (17.4％） (12.5％） (19.0％) (27.6％) （14.3％） (差+4.5％)

視力検査結果のお知らせ

黒 板

本校のＡ視力者の割合

Ｓ５８ ８１．８％ 全国）

Ｈ１４ ７７．３％ （本校）

Ｈ２４ ７６．９％

Ｒ１ ７１．６％

Ｒ２ ６６．３％

Ｒ３ ６２．０％

Ｒ４ ６３．２％

２０年前（Ｈ１４）と現在を比較す

ると、Ａ視力の児童の割合は約７７％

から約６３％となり１４％も減少して

います。

参考までに、Ｈ１４からさらに２０

年前（Ｓ５８）の全国のＡ視力児童の

割合は８１．８％でした。その当時は

約８割の児童がＡ視力だったことがわ

かります。現在、約６割となっていま

すが、このまま成長期の子供たちの低

視力が加速していかないように、十分

に気をつけていきましょう。

「目は心のまど」です
これは、私が小学生のころ、年配の男の担任の先生がよ

く言っていた言葉です。「目は大事だぞ、姿勢をよくして、

テレビは離れてみる。そして外でたくさん遊ぶこと。」と。

当時は意味も考えず、先生の口ぐせだと思っていましたが

心のどこかで意識はしていました。大人になって、先生が

伝えたかったことがよくわかります。人間は目から90％の

情報を得ています。勉強、スポーツ、美しい景色、人の顔

（表情）、物、様々な情報。それによって体と心を鍛え、支え、癒さ

れ、不自由なく生活をしています。です

から今度は私が子供達に伝えます！

「目は心のまどです。見えるってとても

幸せなことだね。目を大事にしようね。」
（保健室）

子供のめがね使用は

必ず眼科医の診断をうけてから

学童期の子供の眼の筋肉はとても強く、これをうま

くコントロールできないために視力が下がっていると

いうこともあります。点眼治療や生活（姿勢やゲーム）

の習慣を変える、トレーニングをすることで視力が回

復することもあります。

これを見極めるためには、まずは医療機関での検査、

医療行為が必要です。また、視力低下の原因が他の病

気である可能性もまれにあるため、早めに眼科での受

診をしましょう。 （参考：日本眼科学会ＨＰ）



おぼえておいてくださいね！

学校でけがをした時の手続き方法について

北茨城市教育委員会からのお知らせです。

学校でけがをして医療機関に行く場合は、事前に

学校にご連絡をいただければ、必要な書類をお渡し

いたします。

もし、連絡がとれない中で医療機関に行く場合は

「マル福」は使用しないでください。

※ただし、治癒するまでに医療機関で保護者が支払った金額が

1,500円未満である場合は、災害共済給付制度の対象外とな

ってしまうため、その際は「マル福」を使用してください。


